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北海道看護協会員数（2024年8月末日現在）

2024年度目標会員数 42,600名（達成率 94.50％）

入会者数 保健師 助産師 看護師 准看護師
40,255名 1,083名 1,252名 36,480名 1,440名
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北海道看護協会ニュース調査へのご回答、
ご協力ありがとうございました。



　公益社団法人北海道看護協会選挙及び選挙管理委員会規程第12条（選挙の告示）に基づき､ 次のとおり告示する｡
選挙管理委員長

2025年度北海道看護協会 改選役員及び推薦委員への立候補並びに推薦について

Ⅱ　改選役員等の職名と人数
　定款第29条及び第34条並びに定款細則第14条第3項､ 第
15条第3項､ 第35条第2項により､ 改選となる役員と推薦委
員の人数は次のとおりです｡
　1．役員13名
（1）副会長 ………………………………  1名
（2）常務理事 ……………………………  1名
（3）助産師職能理事 ……………………  1名
（4）看護師職能Ⅰ理事 …………………  1名
（5）一般理事 ……………………………  2名
（6）准看護師理事 ………………………  1名
（7）地区理事 ……………………………  5名
　 ( 札幌地区､上川空知地区､胆振日高地区､十勝地区､
釧路根室地区)

（8）監　事 ………………………………  1名
　2．推薦委員9名

Ⅲ　立候補の受付期間等について
　立候補しようとする方は､ 選挙及び選挙管理委員会規程第
14条に基づき､ 会員10名以上の推薦を受け「立候補者届」
及び「立候補者推薦届」を選挙管理委員長宛てに郵送してく
ださい｡
　各届出様式は本会ホームページからダウンロードしていた
だくか､ 本会総務部総務課（011-863-6731）までお問い合
わせください｡

　1．受付期間　2025年4月22日　火曜日 必着
　2．送付先　　 〒003-0027

札幌市白石区本通17丁目北3番24号
公益社団法人北海道看護協会　選挙管理委員長　宛
※必ず ｢親展｣ でお送りください｡

2025年6月21日　土曜日　北海道看護協会　大講堂（札幌市白石区本通17丁目北3番24号）

Ⅰ　選挙日及び場所

　公益社団法人北海道看護協会代議員及び予備代議員選任規程に基づき､ 代議員及び予備代議員の選出及び立候
補の受付期限等についてお知らせします｡

2025年度北海道看護協会代議員及び予備代議員の選出と立候補について

（1）会員であること｡
（2）北海道看護協会の理念･目的を理解し､ 1年間代議員として任務を果たせること｡
（3）北海道看護協会総会に出席できること｡

Ⅱ　立候補の基準

（1）北海道看護協会の代議員数は200名とする｡
（2） 支部ごとの代議員数は､ 総会員数の割合により算出し､

3名以上とする｡

（3） 職能ごとの選出は､ 支部ごとに原則として､ 保健師及び助
産師から各1名､ 看護師及び准看護師から1名を選出する｡
代議員数が4名以上の場合は､ それ以降の職能は問わない｡

（4）代議員の員数を欠くときに備えて予備代議員を置く｡
【支部ごとの代議員数及び予備代議員数等】

支部名 代議員数 予備代議員数 支部名 代議員数 予備代議員数 支部名 代議員数 予備代議員数
道南南支部 15 5 南空知支部 5 2 稚 内 支 部 3 2
道南北支部 3 2 北空知支部 6 2 北 網 支 部 6 2
小 樽 支 部 5 2 室 蘭 支 部 9 2 遠 紋 支 部 3 2
後 志 支 部 3 2 苫小牧支部 7 2 十 勝 支 部 10 2
札幌第1支部 18 5 日 高 支 部 3 2 釧 路 支 部 9 2
札幌第2支部 20 5 上川南支部 17 5 根 室 支 部 3 2
札幌第3支部 27 5 上川北支部 3 2
札幌第4支部 22 5 留 萌 支 部 3 2

Ⅰ　2025年度北海道看護協会代議員及び予備代議員の定数等

（1） 本会の代議員及び予備代議員に立候補される方は､ 代議
員及び予備代議員選任規程第9条に基づき、会員5名の推
薦を受け、「代議員立候補届」により各支部長に届出をし
てください。届出用紙は本会ホームページよりダウンロー
ドできます。

（2） 受付期限は各支部大会の開催30日前まで必着とする。
※開催日はホームページをご覧ください。（随時更新）

（3）提出先　 〒003-0027　札幌市白石区本通17丁目北3番24号
公益社団法人北海道看護協会　○○支部　支部長　宛
※ 届出については必ず支部名を記載し､ ｢親展｣
でお送りください｡

（4）問い合わせ先　総務部総務課　TEL011-863-6731
　　　　　 E-mail:soumu1@hkna.or.jp

Ⅲ　立候補の受付期限等について
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支 部
だより
（支部紹介・活動報告）
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　2024年度の活動の皮切りとして、「看護の日記
念講演会」を開催しました。「腸活で免疫力UP～健
康なカラダを作る腸内環境の整え方～」と題して、
おなかデトックス専門家の中谷彩暉氏にご講演いた
だき、137名の参加がありました。腸の役割や、腸
活のための食事、運動などについて、実践を交え、
楽しく、わかりやすくお話いただき、大変好評な講
演会となりました。併せて実施した「手洗い指導」
や「健康相談コーナー」も、多くの方にご利用いた
だき、盛会のうちに看護の日イベントを終えること
ができました。
　そのほか各種研修や職能集会など、各委員会が中
心となり支部活動を進めております。今後も引き続
き、地域住民や看護職のニーズを反映した支部活動

に取り組んで参ります。

道南南支部 第二副支部長　高橋　順子

　道南北支部は看護の日フェアと支部担当研修を開
催しました。看護の日フェアはもりまち桜まつりの
会場で、地域住民の方との親睦を深めました。本年
度は血圧測定に加え、フレイル予防の視点から握力
測定も行い、地域住民の方々から好評でした。
　また、支部担当研修は褥瘡予防、ポジショニング
についてデモンストレーションを交えた研修を開催
し、募集定員を大きく上回ったほか、遠方からの受

講希望者もあり、ニーズの高いテーマであったと再
認識いたしました。
　アフターコロナへ移行し、従来の生活に戻り始め、
研修の内容や開催方法も多様化している現状です。
地域医療・保健・福祉を支え、貢献し続ける地域の
看護職の新しい学び、スキルアップにつながるよう
な研修会などを実施し、学びの場を提供していきた
いと考えております。

道南北支部 支部長　豊岡　裕子
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　小樽支部は未来の看護師確保として3つの事業を
おこないました。「看護の日」行事は、近隣の中学・
高校生を対象に看護師体験の希望者を募集し、16
名が参加しました。内容は、コロナ禍で習慣となっ
た手指衛生、PPE、移送介助、注射器の取り扱いや
聴診などで楽しみながら体験しました。なかでもユ
ニフォーム着用への関心やよろこびは、予想以上に
大きいものでした。
　「ふれあい看護体験」は、市内9医療機関の協力
のもと、コロナ禍以前のように79名が清潔や食事

ケアなどを体験しました。学生からは、看護師には
コミュニケーション能力が必要であると感じたこと
や看護師になりたい気持ちを強くしたという感想が
寄せられました。
　「看護教育制度説明会」は市内高校生60名に対し、
看護職の活動やキャリアについて説明をおこないま
した。地域の看護師不足が予測される中、看護職の
魅力をより多くの学生に知ってもらい、未来の看護
職確保につなげる事業を今後も考えていきたいと思
います。

小樽支部 支部長　濱崎　弓子

　5月18日にテーマ『簡単？難しい？メンタルヘル
スを考える～セルフケアのポイント～』講師に市立
札幌病院精神看護専門看護師　東谷敬介氏をお招き
して研修を行い19名が参加しました。
　アンケートから「自分を知ること、自分について
考えることができた」「自分のストレス対処方法を
見直すことができた」「例題をあげて講義していた
だいたのでわかりやすかった」「ストレス対処方法
を早速試したい」という意見があげられました。自
分を振り返る機会となり、また具体的な対処方法を
理解することができる内容で今後に活用できる研修
会でした。

　ストレスは少なからず誰にでもあるためストレス
とうまく付き合い、生活を送ることが働き続けられ
るために大切であると改めて感じました。
　今後も受講者のニーズに合うような研修を企画し
ていきたいと思います。

後志支部 働き続けられる職場づくり推進委員長　黒坂　生美

　看護の日フェアを2024年5月18日(土)11:00～
13:00 札幌駅前通　地下歩行空間チ・カ・ホ「憩
いの空間北1条東」で開催しました。
　今年度は、内容を昨年度と変更し、「看護の日」「看
護師の仕事」を知ってもらうことを目的に、新たに
会場を地下歩行空間を利用して、第1支部役員によ
る看護に関する情報のパネル展示や「かんごちゃん」
グッズの配布、「かんごちゃん」との写真撮影、ク

ジ引きなどを実施しました。
　会場には約250人の来場者があり、たくさんの
方々に看護の仕事について知ってもらう機会となり
ました。
　お子様から看護に関心のある学生さん、お孫さん
がいる大人まで、92人の来場者が「看護の日」キャ
ラクターである「かんごちゃん」と記念撮影をおこ
ないました。

　来場者の皆さまからは「ありがと
う」「いつも助けられています」な
ど日頃の看護活動に対する感謝のお
言葉をいただいたり「看護師を目指
しています」という若い方とも触れ
合うことができ、私達看護職にとっ
て、とても励みになり、笑顔の溢れ
るイベントとなりました。

札幌第1支部 広報委員　大宮　由姫
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　2月17日支部大会と合同で開催された三職能合同
交流会では「こころを支える推し活のすすめ～推し
活がもたらすハッピー効果～」のテーマで、メンタ
ルサポート研究所公認心理師　丹野ゆき氏にご講演
いただきました。推し活は心を豊かにし、自分で自
分の幸せスイッチを入れる活動であると体験を交え
て教えていただき、日々の生活や仕事へ
の活力となる交流会でした。
　2024年度最初の活動として、5月11
日「看護の日イベント」をイトーヨーカ
ドー琴似店で開催しました。新型コロナ
ウイルス感染症が一段落したためか、立
ち寄ってくださる方が多く、席が空くま
でお待ちいただく時間帯もありました。

来場者には健康相談の実施や「かんごちゃん」グッ
ズを80名に配布し、看護の日をPRしました。
　北海道看護協会HP札幌第2支部のページで、支部
だより「あじさい」を年5回発行しています。役員・
委員の紹介や研修予定・報告などを掲載しています。
多くのアクセスをお待ちしております。

札幌第2支部 広報出版委員　五百蔵　三奈

　札幌第3支部看護師職能委員会は、研修を通して
知識のブラッシュアップの機会となり、参加の皆さ
まに満足して頂けるように、6名の委員で研修企画・
運営などの活動をおこなっております。

　7月27日、第1回目の研修「防災の基礎知識と災
害時の看護活動を考える」を開催することができま
した。この研修では、一市民としての備えと災害発
生時の医療従事者としての備えについて、真剣に考
える機会となりました。
　現在2回目の研修を企画中ですが、研修を通して
会員の皆さまと顔の見える連携強化につながるよ
う、微力ながらも貢献したいと、話し合いを進めて
おります。
　今後も看護師職能委員会活動へのご理解とご協力
を賜りますよう、宜しくお願い申し上げます。

札幌第3支部 看護師職能委員長　木村　乃里子

　札幌第4支部では、イオン元町店で看護の日のイ
ベントを開催しました。地域の人達とふれあい、看
護協会の活動を知ってもらう良い機会となりまし
た。
　7月6日（土）には医療安全研修・交流会を開催し、
札幌総合法律事務所弁護士　福田直之氏に「職場内
で起こりやすいハラスメントの現状とその対策」に
ついてご講演いただきました。ハラスメントの基礎
知識や法的な考え方、実際の事例についてお話しい
ただき、自施設の現状と比較をしながら対策などを
考えることができました。交流会では、5名の弁護
士とグループワークをおこないました。実際の事例

について話し
合い、同様な
問題を抱えて
いる仲間と共
有することが
でき、心強さ
を感じた参加
者もいました。なかなかお話しする機会がない弁護
士と話し合いをすることで、学びもより深まり、貴
重な機会となりました。
　今後も会員の皆様の支援ができるように取り組ん
でいきたいと思います。

札幌第4支部 第三副支部長　髙江洲　亜利沙
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　南空知支部は、地域の健康推進活動の一つとして
「JOIN　ALIVE」へ救護班を派遣しました。イベン

トは7月13日、
14日にいわみざ
わ公園で開催さ
れ、12名の看護
師が救護にあた
りました。昨年
のイベント来場
者30,000人に対
し今年は38,000

人で応急処置も昨年の119件から194件と増加し、
随時救護者が救護所に滞在するような状況でした。
また、天候は快晴で気温27～29℃だったこともあ
り、両日で熱中症疑いの方が救護者の37.6％を占
めていました。救急搬送は2件でしたが、大きな事
故や重症者も発生せず終えることができました。今
後は、役員と委員会で連携し、会員の皆様のご協力
のもと、地域の看護職が活き活きと働くことができ
るネットワークづくりのために、支部の活動を推進
していきたいと思います。

南空知支部 支部長　小林　紀子

　7月13日に支部企画研修「仕事に負けない身体づ
くり研修会：ヨガ」を開催しました。
　全米ヨガアライアンスヨガティーチャーRYT200の
資格をもつ、藤本智恵子氏に講師を依頼して実施し、
定員20名の所23名の応募があり、ヨガへの関心の高

さが伺えました。呼吸法やポーズで心と身体を整え
るヨガを体験することで、質の高い看護を行うため
に自身の健康保持が必要だと思うことができました。
　日々の業務を含めた生活における腰痛の防止にヨ
ガの体験は、簡単にできるセルフケアを習得する機
会となり、参加者からは「身体がすっきりした」「心
が穏やかになった」等の感想がきかれ、リラックス
した表情で研修を終了することができました。
　少子高齢化社会で働き方改革が推進される社会で
すが、看護職は心身共にストレスを抱えやすい職業
です。今後も看護職が健康で長く働き続けられるよ
う、自身の体調管理の方法を学べる支部研修を企画
していきたいと思います。

室蘭支部 働き続けられる職場づくり推進委員長　山村　操

　北空知支部は、「看護の日」及び「看護週間行事」
において、毎年施設単位で行事をおこなっています。
内容は、健康相談や介護用品、福祉用具の展示、ポ
スターによる看護活動の紹介、学校への出前授業な
どです。この先、ふれあい看護体験を予定している
施設もあります。看護の心の普及活動を通して、日々
の看護を振り返る良い機会となっています。また
10月には、「なみだ先生」こと感涙療法士の吉田英
史氏を講師にお招きし、涙活をテーマとした研修を
予定しています。ストレスマネジメントに焦点を当
て、研修を通して自分のストレスに気づき、対処す
るための知識・方法を身につけ、適切に対処できる
ようになるための一助として、研修の成功に向けて

鋭意努力してまいります。

北空知支部 働き続けられる職場づくり推進委員長　山本　美幸
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　5月「ふれあい看護体験」を全面的に再開しまし
た。「看護職を選ぶ気持ちが強くなった」と語る未
来の仲間、合計71名の高校生を10施設で受け入れ
ました。
　6月「看護研究の基礎」を北海道医療大学　明野
伸次氏にご講義いただきました。講師の指導を受け、
10月には「看護の実践報告会」を予定しています。
　7月「看護管理者懇談会」を開催しました。「看
護の動向」を聴講後、「タスクシフト/シェアの推進　
看護の専門性を活かすために」をテーマにグループ
ワークを行いました。管理職が抱える課題をもとに
活発な意見交換となりました。

　地域の看護職が、情報を共有、意見を交換し共に
学ぶ日常が戻ってきたことに感謝し、今後も活動を
続けてまいります。

苫小牧支部 支部長　中村　由香

　8月3日、看護管理者懇談会を開催しました。日
高支部では初めての看護管理者懇談会で、「地域の
看護管理者間の連携や繋がり、そして次世代を担う

看護管理者の育成」を目的として、この企画を準備
してきました。小竹紀代美地区理事にも御出席頂き、
計39名（助産師1名　保健師2名　看護師36名）と
多くの方が参加されました。午前中は、亀畑祥子副
会長による「看護の動向」を聴講し、午後からは、「人
材育成～離職を食い止める関係を構築する」のテー
マでグループワークをおこないました。看護管理者
が抱えている課題をもとにグループワークを展開し、
管理者としてどうするべきかを検討しました。ファ
シリテーターが上手く意見を引き出し、前向きで活
発な意見交換ができました。看護管理者間のコミュ
ニケーションも図られ、地域を支える看護管理者の
「顔と顔が見える関係」の一歩になったと思ってい
ます。

日高支部 支部長　木下　淑子

　今年の看護週間行事は5年ぶりに対面形式で実施
いたしました。5月12日（日）にアルティモール東神
楽店で行ったイベントではユニフォーム試着コー
ナーや血圧・骨密度測定コーナー等に69名の参加
がありました。お子さんのナース姿を笑顔で写真に
おさめるご両親の様子が印象的でした。
　また、同17日（金）高校生ふれあい看護体験には
地区内20施設に206名の高校生が参加しました。
人数や時間、方法などは各施設の方針に沿う形をと
りました。「患者さんと実際に関わってみて、将来
患者さんの手助けになりたいと思った」「看護師さ

んが働く姿を間近で
見て、より憧れる気
持ちが強くなった」
など対面ならではの
感想を聞くことがで
きました。
　今後も看護職の魅
力を伝え仲間の輪が
広がっていくように
取り組んでいきたい
と思います。

上川南支部 第二副支部長　澤田　桂子
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　上川北支部は、5月11日（土）看護の日イベントを
開催しました。看護の日グッズや栄養補助食品の配
布、未就学児対象のユニフォーム試着体験をおこな
い、多くの方が参加しました。今年は地域のマスコッ
トキャラクターも応援に来てくれたため、会場がと
ても賑やかでした。7月20日（土）に開催された会員

懇談会では「看護
師さんのための電
話応対マナー」を
テーマに、基本を
学んだ後「電話応
対の自己研究」に
ついてのグループ
ワークをおこないました。講義の中での演習をもと
に、他施設の会員の方々と活発な意見交換をおこな
い楽しく過ごすことで、地域のネットワークづくり
ができたと思います。今後も顔の見える関係を大切
にしながら、支部活動に取り組んで参ります。

上川北支部 支部長　日下　玲子

　留萌支部は、6月29日（土）るしんふれ愛パーク（道
の駅るもい）で看護の日イベントを開催しました。
昨年好評だったAED体験、妊婦体験、血圧測定の他、
今年度は麻痺疑似体験、ユニフォーム試着体験をお
こないました。麻痺疑似体験では、体験用の装具を
つけると注意しながらやっと歩ける状態で「まっす

ぐ歩けない！」という感想がありました。また、ユ
ニフォーム試着体験では、子どもたちは照れくさそ
うな様子でしたが、聴診器で心臓の音を聴くと、びっ
くりする表情に変わったのが印象的でした。
　来場者38名と昨年より少なかったのが残念でし
たが、11名の子
どもたちが写真
撮影し、和やか
な雰囲気で看護
を身近に感じて
いただく機会と
なりました。

留萌支部 副支部長　齋賀　留美子

　稚内支部は、現役看護職の年齢が高くなっている
ことと、若い看護職の早期離職の課題に取り組む対
策として「人を育てる・人が育つ環境づくり」をテー
マに7月20日会員懇談会を開催しました。
　北海道看護協会川渕ゆかり常務理事より「看護の
動向」を聴講後、北海道医療勤務環境改善支援セン

ター藤田晃氏よ
り「人が育つ環
境づくり」を
テーマにご講演
いただき、28
名の会員が参加
しました。

　その後の意見交換なども通して、働きやすい職場
環境を作るため一人ひとりがどのように努めていく
ことが必要か、また各年代のモチベーションを維持
させるため、施設での取り組みが重要であることを
確認できました。
　各施設において職員が不足する中、自身が職業選
択をした「看護職」として、一緒に歩んでいく仲間
を支え、共に成長出来るよう明日からの取り組みを
考えられる懇談会となりました。
　宗谷管内は大変広く、会員同士が直接会う機会が
少ない地域ではありますが、その課題を乗り越える
ことが出来るよう、今後も情報発信に努めていきま
す。

稚内支部 副支部長　堀　昌恵
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　5月11日（土）東武イーストモール端野店におい
て、「ふれあい看護デイ」を実施しました。今年も
健康相談や血圧測定を実施し、26名の方が参
加されました。参加者からは、「普段の食事で
塩分をとりすぎないよう気を付けているが、
話を聞いてもらい自分の考えが間違っていな
かったと安心しました」等の声が聞かれまし
た。中には「普段病院に行くことがないので、
血圧を測ってもらいたい」と来場される方も
いました。用意したパンフレットを手に取り
持ち帰る方も多くいました。看護の日のグッ
ズは約170セット配布することができました。
今回のイベントは、地域の方が自らの生活や
健康を振り返る機会となり、看護活動への関

心を持っていただくと同時に、私たちが地域の方か
ら元気をもらう機会にもなりました。

北網支部 広報委員　鈴木　麻美

　遠紋支部は、今年度も5月に広域紋別病院・遠軽
厚生病院で「看護の日」事業を実施しました。『看
護師になりたい』と参加してくれた高校生もいまし
た。患者様とお話している時やケアをおこなう中で、
緊張した表情もみられましたが、ユニフォームを着
てとても嬉しそうにしている姿や笑顔もたくさんみ
られました。
　そして、コロナ禍の影響で開催中止になっていた
“施設間交流研修”を今年は企画し進めているところ

です。
　少しずつ集合開催が増え、看護職同士が顔を合わ
せて、考えや思いを共有できる機会は貴重であると
感じています。遠紋支部は、集合するのに距離的に
時間がかかってしまうため、オンライン開催のメ
リットも実感しています。状況に合わせ、参加しや
すいように企画し、引き続き【顔のみえる関係づく
り】に取り組んでいきたいと思います。

遠紋支部 書記　小川　恵莉

　十勝支部は「ふれあい看護体験」で看護職を目指
す高校生に看護の魅力を伝えています。今年度は昨
年に引き続き多くの医療や介護、福祉施設などの協
力のもと、十勝管内26施設で受け入れていただき、
18校から144名が参加されました。各施設からの
報告では見学や看護体験、感染症対策実技、訪問看
護同行、患者体験など様々な体験がおこなわれ、そ
れぞれの施設における看護の特性や看護職の仕事イ
メージを掴むことができたのではないかと考えま
す。写真は、帯広市の北斗病院で、手術室の見学と
看護の説明を受けているときの様子です。学生から
は「普段入れない場所で働く看護師の姿を見ること
ができてよかった」などの感想が聞かれました。ま
た昨年まで中止していた一般病棟での患者様との会

話や、足浴や手浴などの直接ケアを体験し、患者様
の笑顔とふれあうことができました。

十勝支部 支部長　鈴木　智子
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楽しかった楽しかった 看護師になりたい！看護師になりたい！

　コロナ禍を経て、我々の生活は大きく変化しま
した。やっと日常を取り戻しつつありますが、なか
なか明るい気分にはなれませんね。そこで、今回は
人間の心のポジティブな側面を重視し、活かすと
いう「ポジティブ心理学」に着目します。
　ポジティブ心理学は誕生してまだ20年もたたな
い、新しい考え方です。創始者のマーティン・セリグ
マン氏がウェルビーイング（個人の権利や自己実
現が保証され、身体的、精神的、社会的に良好な状
態）を高めるための5つの条件（PERMA）※１の１つ
に「ポジティブな感情」をあげています。ポジティブ
な感情はレジリエンス（逆境を乗り越える力）を高
めてくれます。病気がないこと＝健康＝幸せとは言
えない現代社会で、より幸せを感じるためにはポ
ジティブな感情を育てることが大切です。

　ポジティブ感情を育むためには ※2

　①　つながりを大切にする
　②　リラックスする
　③　好きなことをする
　④　強みを活かす
　⑤　周りに感謝する
　皆さんも、ポジティブな感情を育て、毎日を幸せ
に過ごしましょう。
※2 引用文献：秋山美紀（2021）看護のためのポジティブ心理学
　医学書院　P281

Ｐ：ポジティブな感情（Positive Emotion）
Ｅ：エンゲージメント（Engagement）
Ｒ：人間関係（Relationships）
Ｍ：意味・意義（Meaning）
Ａ：達成（Achievement） ※1

道民の健康情報 ポジティブな思考で
心と体を健康に！

　釧路医療圏は道内でも地震の多い地域です。6月
15日（土）に、「ふれあい看護体験～災害について考
える会」を実施しました。市内の中学生が参加し、

市立釧路総合
病院救急外来
の三上育子看
護課長、泉谷
勇看護課長補
佐より、災害
対策の大切
さ、災害時の

看護師の役割について講演をおこない、クイズ形式
で災害対策、災害時の看護師としての対応について
考えました。終了後には、「楽しかった」「看護師に
なりたいと思った」という意見が聞かれました。私
たちも中学生から元気をもらい、看護にふれて頂い
たことに喜びを感じました。釧路支部では、昨年よ
り釧路市と釧路町の健康イベントに参加し地域住民
への健康増進に関する活動を強化しております。今
後も会員の皆様や地域の方々が有意義となるような
研修会の開催や看護の魅力発信をおこなってまいり
ます。

釧路支部 書記　吉川　和嘉子

　5月に東武サウスヒルズ 中標津店においてふれあ
い看護体験を開催しました。買い物に来た家族連れ
や子供を対象にスクラブを着て写真撮影や、がん検
診の呼びかけなどを実施し大盛況に終わりました。
7月27日（土）の会員懇談会第2部では「責任と継続
性のある対象中心の看護を実践するために」のテー
マで固定チーム研究会名誉会長西元勝子氏に講義し
ていただきました。30名の参加でしたがグループ

ワークを通して、タ
スクシフト・シェア
について現状の把握
から今課題になって
いることなどを情報
共有することで理解
を深めることができ
ました。

根室支部 支部長　川村　紀代美
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　今年度の保健師職能集会はオンライン開催で、
107名の参加がありました。
　講演では、国の健康施策である「国民健康づくり運
動（健康日本21）」の歴史を振り返り、個人の主体的
な健康づくりを支援していく取組みを進めた時期か
ら、社会環境の改善を通じた健康づくり、自然に健康
になれる環境づくりを行うことで健康寿命の延伸と
健康格差の縮小を目指す方向に変わってきたことが
話されました。その理由として、個人の努力だけでは
行動変容は難しいこと、所得が低い、教育歴が短いな
ど社会経済的状況が低い層ほど健康施策（健診・講座
等）に参加しないため支援が届いていない状況があ
ることが明らかになり、健康格差への対応が求めら
れるようになってきたことがあげられると述べられ
ていました。
 これまでのポピュレーション・アプローチでは、疾
病の発症リスクが高い人には介入が届かず、健康意
識の高い人が介入を受け、より健康になることで格
差が拡がってしまうというリスクがありました。一
方で、社会的弱者に特化したアプローチ（利用者を限
定した「こども食堂」等）はスティグマを与えてしま
う場合があり、傾斜をつけたユニバーサル・アプロー
チ（誰でも利用可能な「こども食堂」、「学校給食」等）
が望ましいということでした。事例として、多職種並
びに住民個人や住民組織などの他部門と連携して健
康格差対策を行っている東京都足立区と熊本県御船
町の活動を紹介していただきました。
　また、介入する対象
の決定においては、
ソーシャル・マーケ
ティングの手法を活
用することができ、特
定の人にのみ支援す
ることは「不公平」に
思えるかもしれない
が、必要な人に必要な

だけの支援を行うことこそ「公正」であるという視点
について話され、限られた財源や人材をどのように
活用するのかを考える必要性を感じました。
　活動報告では取組んでいる保健活動が、本当に住民
の健康増進に効果があるのか、押しつけになっていな
いか、そして、住民と一緒に何かに取組むという経験
が少ない若いスタッフにどのように伝えたらよいのか
というような業務上の悩みを含めてご報告いただき、
多くの保健師が共感できたのではないかと思います。

前列：左から山本常務理事・柿崎氏・髙橋会長
石川委員長・鈴木委員（司会）
後列：保健師職能委員会の皆様

【活動報告】
天塩町役場 福祉課ふれあい係

主幹兼ふれあい係長　柿崎　美穂 氏

テーマ： 「健康に暮らせる地域を目指して～次世代へつ
なぐ保健活動」

内　容： 住民とともに作りあげた「健康てしお21」策定
の過程

　　　 計画策定をとおして得られたものと今後の課題

【講演】
京都大学大学院医学研究科
社会健康医学系専攻
社会疫学分野

特定講師　長谷田　真帆 氏

テーマ：「データを活用した地域づくりと健康格差対策」
内　容： 社会環境整備を通じた健康格差対策

健康格差対策の5つの視点
事例：東京都足立区・熊本県御船町
データを活用した地域づくりと格差対策の効果

　保健師は長年、幅広い視点で地域全
体の健康づくりに関与してきました。
「健康格差の縮小を目指す取組み」は保
健師にとって重要な役割であり、今後
も取組みの推進が求められています。

　保健師が地域の状況や健康課題を分
析し、ターゲットを見据えて住民とと
もに地域づくりを通じた保健活動の取
組みを進めていくことの大切さを教え
ていただいた職能集会となりました。

と　き：2024年7月27日（土）
ところ：北海道看護協会（Web開催）
報告者：保健師職能委員

竹中さつき

2024年度北海道看護協会2024年度北海道看護協会
保健師職能集会保健師職能集会
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　「母子のための地域包括ケア病棟におけるユニッ
トマネジメントについて理解する」という目的で、助
産師職能集会を開催いたしました。北海道看護協会
での集合開催で、参加者は34名（助産師30名、看護
師4名）でした。
　まず初めに、高齢化・生産年齢人口減少に伴い、誰
もがより長く健康に生きること＝低リスク人生の軌
道が得られること、そのためには助産師による安全
で、満足度の高い母子に寄り添った継続的なケアが
重要であることを述べられました。その後、政策策定
のプロセスに基づき、産科混合病棟の現状に関する
問題・課題からユニットマネジメントの政策策定と
実際についてご説明を頂きました。最後に、産科混合
病棟の問題は、病院経営との関連と切り離せないた
め、安心・安全な分娩を行うために、看護管理者とし
てどのようなケア環境を提供すべきなのかを説明
し、合意形成を行いながら進めることが重要である
と述べられました。
　小林氏は、管理者として、混合病棟での安全な出
産・育児を行うために、助産師の役割発揮についてス
タッフの理解を促し、柔軟で先々を考えたベッドコ ントロールを行う必要があると述べられました。

　大渕氏は、導入に際して助産師・看護師それぞれが
専門性を担保し、協働しながら役割発揮できるマネ
ジメントについて述べられました。最後に今後のユ
ニットマネジメントとして、次世代の看護管理者や
スタッフ教育が課題であると話されました。

前列：左から大渕氏、岩上委員長、髙橋会長、川渕常務理事、小林氏
後列：助産師職能委員の皆様

【グループワーク・意見交換会】
テーマ： 自施設におけるユニットマネジメントの現状と今後

の取り組み、助産師の役割発揮のために必要なこと
　それぞれの施設での現状や課題を共有し、講演や実践報告
から得た知見を踏まえ、意見交換を行いました。グループ
ワーク終了後には全体会を行い、話し合った内容についてグ
ループごとに発表し、自施設の課題への取り組みや看護管理
者としての役割を検討することができました。

【アンケート】
　参加者34名中22名（助産師86.4％、看護師13.6％）から回
答を得ました。「研修内容が参考になった」が86.4％、「やや
参考になった」が13.6％でした。「今後に活かせる・やや活か
せる」が95.5％でした。講演・グループワークの感想として
は「産科混合病棟のマネジメントについて大変参考になっ
た」「ディスカッションの時間で似たような背景の施設の方
と意見交換ができ、どこの施設でも同じような悩みを抱えつ
つ役割発揮されているのだと力をもらった」などの前向きな
意見が聞かれました。

【実践報告】
「北海道の分娩取り扱い施設におけるユニットマネ
ジメントの現状」
（１）NTT東日本札幌病院

産科・小児科病棟師長　小林　優紀子 氏
　　 施設でのユニットマネジメントの実際について、導
入の経緯から他科の患者の選定基準、ゾーニング、
業務分担とスタッフ育成について

（２）社会医療法人製鉄記念室蘭病院
産科病棟看護課長　大渕　香織 氏

　　 地域の特性や地域においての病院の役割を踏まえ
たユニットマネジメントの実践について

【基調講演】
公益社団法人日本看護協会常任理事
助産師職能委員長　井本　寛子 氏

テーマ： 産科混合病棟におけるユニットマネジメントと
助産師の役割発揮について

内　容： ・看護を取り巻く背景
・産科区域特定に関する政策実現プロセス
・産科区域特定の実際

産科混合病棟が進む中で、妊産婦が安心・安全な分娩を行い、
助産師・看護師が役割発揮できるために、看護管理者がマネ
ジメントの視点を持ち、今後さらに出産環境の整備が推進さ
れることを期待します。

と　き：2024年8月3日（土）
ところ：北海道看護協会（集合）
報告者：助産師職能委員

春木　綾子

2024年度北海道看護協会2024年度北海道看護協会
助産師職能集会助産師職能集会
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　今年度の看護師職能集会は、集合とWebのハイブ
リッド開催で、会場参加71名Web参加186名でし
た。
　講演から、ストレスが低くてもパフォーマンスは
下がるため、程よいストレスは仕事のパフォーマン
スを上げるために必要なことであること、新人に指
導者が実践を見せることで思考と行動をつなぎ、看
護行為の意味付けを行う教育が必要であることを学
びました。また、心理的安全性と責任が高い組織にな
るためには、学習する組織を目指すことが大切であ
ることも学びました。
　多くの方が内藤先生の来道を楽しみにしていまし
たが、残念ながらWebでのご講演となりました。し
かし、コメント入力、リアクションボタンなどのICT 
ツールを利用した参加型の講演で、リアルタイムに
質問や反応を伝えることができ、先生もすかさず返
答され、あっという間の90分でした。このような臨
場感のある参加型の講演で理解がより深まりまし
た。
　最後に、先生からのメッセージもいただき、明日か
ら、看護をするための元気が得られたご講義でした。
　2024年度も、看護師職能Ⅰ、Ⅱ委員会として多く
の会員が現在抱えている課題を解決できるような講
演会や実践発表会などを通して、会員同士の交流が
できるような企画を立てております。今後とも看護
師職能Ⅰ、Ⅱの委員会の活動をご支援ください。

前列：（中央）髙橋会長、（右隣）加藤看護師職能Ⅱ委員長、
（左隣）中野看護師職能Ⅰ委員長、

その他看護師職能Ⅰ及びⅡの委員の皆様

【基調講演】
愛媛大学医学部附属病院総合臨床研修センター

助教　内藤　知佐子 氏

テーマ：「様々な背景を持つ看護職の育成」

内　容： 世代間の特徴とその対応策（関わり方のコツ）

どの世代にも必要な「心理的安全性を担保す

る」こと

思考発話法による「実践を見せてつなぐ教育」

【看護師職能Ⅰ委員会報告】
①　 2023年度北海道看護協会看護師職能集会：「看護が支

える地域共生社会」
②　支部職能委員長会議
・午前：「健康格差の縮小に向けどう取り組むのか」
・午後： 「在宅療養支援に向けた外来看護の取り組みと課

題」ディスカッション
③　准看護師懇談会
④　 看護師職能委員会Ⅰ企画交流会：「新人看護職員研修
に関する交流会」

【看護師職能Ⅱ委員会報告】
①　看護師職能Ⅰと共通
②　支部職能委員長会議
・午前：看護師職能Ⅰと共通
・午後：「地域の現状と課題」意見交換・グループワーク
③　訪問看護・介護保険施設等で働く看護実践報告会
　　 基調講演「生活を支える排泄ケア～薬に頼らずできる
こと～」、実践報告11演題

④　 高齢者ケア施設の看護管理者交流会：高齢者施設の看
護管理者の実践報告をもとにグループワーク

内藤知佐子講師

・ 多様な人が活かされ貢献して
いる組織を目指しましょう
・ 人は変えられない、変われる
のは自分である
・ 人は宝、『人財』である。一人一
人のスタッフにつき3つ良い
ところをみつけましょう

と　き：2024年6月29日（土）
ところ：北海道看護協会（Web併用）
報告者：看護師職能Ⅱ委員

今野　好江

2024年度北海道看護協会2024年度北海道看護協会
看護師職能集会看護師職能集会
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2024年度　北海道看護研究学会　事前参加申込み受付中
事前参加申込期間：2024年10月10日（木）17時　まで

北海道看護協会ホームページ － MENU「看護研究学会」－ 「Ⅳ　学会参加（事前申込）について」
2024度北海道看護研究学会事前参加申込み ボタンから、お申込み下さい。
※ 今年度は会場での当日参加（参加費：会員　4,000円）も受け付けますが、事前にPDFで抄録集が閲覧できる
事前参加申込み（参加費：会員　3,000円）をおすすめします。

Ⅰ　開催概要
　　学会テーマ　　新たな看護の価値を創造する－多様化する社会の中で「看護」を問う－
　　開　催　日　2024年11月２日（土）9時10分～15時30分
　　　　　　　　※今年度はオンデマンド配信はございません
　　会　　　場　札幌コンベンションセンター（札幌市白石区東札幌6条1丁目1-1）

Ⅱ　プログラム
　　・基調講演　　・学会企画セミナー　・一般演題（口演、示説）　・交流セッション
　　・ランチョンセミナー　　・企業展示　　・書籍販売

学会タイムスケジュール、一般演題（口演、示説）の詳細については北海道看護協会ホームページで公開中です。

1  2024年度　北海道看護研究学会のご案内

☆★事前参加申込みまもなく締切★☆

＜基調講演＞
　テーマ：「新たな看護の価値を創造する－多様化する社会の中で－」
　講　師：坂本　すが　氏　（東京医療保健大学　副学長）

＜学会企画セミナー＞
　「看護研究何でも相談コーナー」
　学会委員によるミニレクチャー（参加自由）、研究相談（事前申込制）※当日、空きがあれば会場での当日受付も行います
　 これから看護研究に取り組む方、現在看護研究に取組中の方、「何から手をつけたらいいの？」「研究計
画書って何をどこまで書けば良いの？」「倫理的配慮ってこれでいいの？」「ひとまずやってみたけど、
ここからどうまとめたらいいの？」など･･･看護研究にまつわる疑問やお悩みを、看護研究・研究指導経
験のある学会委員に直接相談（１組15分～）できます。ぜひこの機会に、お気軽にご相談下さい。

＜ランチョンセミナー＞（協賛：テルモ株式会社）
　座　長：大山　利枝　氏（斗南病院　看護部長）
　テーマ：「その日は突然やってくる！感染症に対応できる体制作り」
　講　師：土佐　理恵子　氏 (札幌市病院局　市立札幌病院　医療品質総合管理部　感染管理担当課

感染管理担当課長　感染管理認定看護師）
　テーマ：「能登半島地震被災地の感染対策～避難所における感染対策のポイント～」
　講　師：小山田　玲子　氏 （国立大学法人北海道大学　北海道大学病院　感染制御部　看護師長

感染管理認定看護師）
　※ランチ付きセミナーへの参加には学会の事前参加申込みが必要になります。
　※ ランチ付きセミナーは数に限りがございます。定員に達した場合は申込み終了となりますが、当日セミナーのみ
の参加は可能です。
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2  2024年度　認定看護管理者教育課程セカンドレベルの受講を終えて

北見赤十字病院　渡邊　純子

　私は、病棟師長2年目となり、日々、目の前の問題を解決することにばかり追われている自分に管
理者としての力不足を感じていました。私がファーストレベルを受講したのは12年前であり、その
時とは医療や看護を取り巻く現状が大きく変化しています。また、師長となり、看護管理者としての
知識不足を痛感し、今回の受講を決めました。正直、教育課程についていけるのかという不安もあり
ましたが、COVID-19が5類に移行し、集合形式であったため、他施設の管理者との交流ができるこ
とも魅力に感じました。
　セカンドレベルには、道内から47名の看護管理者の参加がありました。講義は看護管理に必要と
される知識・技術・態度を習得するための多岐にわたるもので、講師の先生の熱意ある講義があり、
その講義を受けてレポートにすることで、部署の現状から問題点や課題、解決策についてじっくり
考えることができました。また、統合演習では問題把握から解決までのプロセスを学び、グループ
ワークでメンバーや演習支援者の力を借りながら、現場で実践できる計画を立てることができまし
た。これまでは、すぐに「問題→解決策」と考えていた自分の思考の傾向に気づき、管理者の価値観で
はなく、患者やスタッフの視点で目指す状態はどのような状態なのか、本来の問題は何なのかを考
えることの大切さを学ぶことにつながったと思います。教育課程は、多くの講義で脳が飽和状態で
あり、課題の提出は簡単ではありませんでしたが、受講者の皆さんとの毎日の会話にとても癒やさ
れ、励まされました。
　最後に46名の受講者の皆さんの今後のご活躍をお祈りし、サポートをしていただいた看護協会
の方々に感謝申し上げます。

【データベースのご案内】
　図書室では「医中誌Web」、「最新看護索引Web」、「メディカルオンライン」、3つのデータべースが利用でき
ます。看護研究の際は是非ご利用ください。

【郵送無料貸出のご案内】
　図書室では、会員特典として送料無料で本を借りることができます。詳細はホームページをご覧ください。

　URL：https://hkna.opac.jp/

3  図書室からのお知らせ
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ナースセンターだより第92号

第1・2回　看護職復職支援研修会　報告（札幌市委託事業）

就業支援講習会　報告

期　　間：7月22日（月）～25日（木）
場　　所：北海道看護協会
受講対象：未就業で看護職として復職を希望し、札幌市に居住している者

期　　間：8月7日（水）10：00～12：00
場　　所：北海道看護協会
受講対象：今後復職を考えている未就業の看護職、未就業期間があり再就業後1年未満の看護職

3 研修会の感想等（一部抜粋）
　・看護師が求められていることが大変よくわかりました。再就職に向けて背中を押してもらえる研修でした。
　・ 初めてこのような研修会に参加し、緊張や不安もありましたが、とても勉強になりました。子育て中の方やブ
ランクが長い方、色々な方がいて貴重な時間になりました。実習先の方々にも大変お世話になりました。

(人)
2 アンケート結果（回収数　19）
　①受講動機（複数回答）

知識・技術に不安があった 最新の医療・看護の情報を知る 再就業の準備 内容に興味があった
14 11 15 4

(人)　②今後の就職活動に役立つか
役立つ 少し役立つ どちらでもない
14 4 1

1 受講背景：受講者数：20人
　　　　　　未就業期間

15 ～ 20年未満
5％

20年以上15％

10～ 15年未満
15％

5～ 10年未満
20％

1～ 3年未満
20％

1年未満 25％

1 受講背景：受講者数：17人
　　　　　　就業状況：未就業者：17人
　　　　　　未就業期間

15 ～ 20年未満
6％

20年以上12％

10～ 15年未満
18％

3～ 5年未満
12％

5～ 10年未満
12％

1～ 3年未満
17％

1年未満 23％

講義の様子 安全な看護技術
＜採血、点滴法＞（演習）

講師：市立札幌病院　クリティカルケア特定認定看護師
松本　蘭 氏

＜研修会の様子＞

＜講習会の様子＞

施設実習にご協力いただきありがとうございました

テーマ：急変時の患者対応＜心肺蘇生法＞（演習含む）
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3 講習会の感想等（一部抜粋）
　・実際に何度も体験することができて、とても勉強になった。
　・演習が多くて、聞くだけよりとても身になった。

(人)
2 アンケート結果（回収数：17）
　①受講動機（複数回答）

知識・技術に不安があった 最新の医療・看護の情報を知る 再就業の準備 内容に興味があった 就業予定の職場からの勧め
14 13 9 8 1

　②再就職をする上で参考になったか (人)
はい どちらともいえない いいえ
15 0 2

　自身のセカンドキャリアの構築に向けて、今までのキャリアを活かした多様な働き方を自ら考える
ことができる機会とするために講演会を開催します。興味・関心のある方々はぜひご参加ください。

日　　時：10月30日（水）　13：00～16：00
場　　所：北海道看護協会
対　　象：道内に在住の40歳以上の看護職（就業・未就業問わず）
内　　容：自分のキャリアを活かすために
講　　師：きゃりあ工房　　田崎　悦子（国家資格キャリアコンサルタント、産業カウンセラー）
申込方法：研修申込みサイト＜マナブル＞
申込締切：10月11日（締め切り後は、ナースセンター＜011-863-6794＞にお問い合わせください

届出制度実績　（2015年10月１日～2024年８月31日）
1　届出種類 (人）

本人 代理 施設からの代行 合計
5,954 3,062 6,400 15,416

2　年齢 (人）
20～29歳 30～39歳 40～49歳 50～59歳 60歳以上 無回答 合計
4,663 3,342 3,405 2,250 1,237 519 15,416

3　居住地 (人）
道南 道央 道北 十勝 釧路・根室 オホーツク 無回答 合計
621 10,682 1,179 881 834 799 420 15,416

4　再就業状況 (人）
保健師 助産師 看護師 准看護師 合計
100 69 4,241 433 4,843

2024年度地域応援ナース実績　（４月１日～８月31日）

・応援：８人（７施設）　・就業者：１人　・調整中：５人

◉ 今までの経験を活かし、人材不足で困っている地域で『地域応援ナース』として働いてみませんか？
1ヶ月～1年間の短期間限定勤務、コーディネーターが希望に合った働き方を提案します。
◉ 看護管理者の方は、退職する看護職員に『地域応援ナース』について、周知をお願いいたします。
※詳細は、https://www.hokkaido-nurse.com/ouen/またはQRコードからご確認ください!!

「看護職のためのセカンドキャリア講演会」を開催します!!

(人）

未就業の看護職
の方は、ぜひ登録
をお願いします。
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国の動き

◆マイナポータルを活用してできること◆
＊政府が運用するオンラインサービス

制度や運用に関する詳細は、厚生労働省
https://www.mhlw.go.jp/content/12601000/000985190.pdf の「医療関係資格における
マイナンバー制度の活用について」をご覧ください。

※看護職のキャリア情報の提供には、医療従事者届出システムで本人の
同意が必要となります

日本看護協会

◆ポータルサイトを活用してできること◆

デジタル改革関連法（令和3年5月19日公布）に
よるマイナンバー法、住民基本台帳法、看護人材
確保法の改正に基づき、2024年度より、医療関
係資格（22種類）の資格情報について、国家資格
等情報連携・活用システムへの格納を通じて、マ
イナンバー制度の活用を図ることとされていま
す。医療従事者届出システムに情報連携されま
す（連携項目にマイナンバーは含まれません）。
2024年度から開始されるサービスは、次の通り
です。

2024年度中にデジタル関連法に基づく看護職の人材活用システム
のサービス提供を目指し、看護職のためのポータルサイト（NuPS）
　　　　　を新設予定（2024年11月利用開始予定、日本看護協会
ホームページで案内予定）です。

●医療従事者届出システムを通じて編集・登録した基本情報（住所・
メールアドレス等）や自身の看護職キャリア情報（資格や職歴等）
を確認・出力ができる
●研修受講履歴の管理・閲覧や受講履歴証明書の出力ができる
●ナースセンターを活用し、情報提供や就労支援を受けることがで
きる●オンラインで、戸籍抄本等を省略して、看護職免

許の登録と変更の申請が可能
●スマホ等で、自身の資格情報の閲覧が可能

「デジタル改革関連法を踏まえた看護職の人材活用システム」の概要

看護職の就労支援とキャリア支援を目指した
「デジタル改革関連法を踏まえた看護職の人材活用システム」の

サービスの提供が始まります‼

国家資格等情報連携・活用システム
（デジタル庁）

医療従事者届出システム
（厚生労働省）

看護職

研修実施主体
（日本看護協会等）

【看護職のキャリア情報】
・基本情報（住所・氏名・メールアドレス等）
・ポートフォリオ情報（資格情報、職歴等）

看護職のキャリアデータベース

看護職キャリア情報 研修受講履歴情報相談（問い合わせ）

ナースセンター・コンピュターシステム
（中央ナースセンター）

＊本人の同意に基づきデータを提供

＊
本
人
の
同
意
に
基
づ
き
修
了
し
た

　

研
修
情
報
を
提
供

　
（
２
０
２
５
年
度
中
に
開
始
予
定
）

随時、看護職免許の登録や変更や
自身の資格情報の閲覧が可能

マイナポータル

都道府県ナースセンター

研修受講

•自身の看護職キャリア情報（資格や職歴
等）を確認・出力ができる
•研修受講履歴の管理・閲覧や受講証明書
の出力ができる
•ナースセンターの無料職業紹介事業を
活用して、情報提供や就労（復職）支援を
受けることができる
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「いいお産の日」イベント開催のお知らせ

北海道看護協会　「いいお産の日」イベントのご案内
◎日　　時：2024年11月4日（月・振休）　10：30～14：30
◎場　　所：アリオ札幌　1階ロフト前（札幌市東区北7条東9丁目2－20）
◎参 加 費：無料
◎予定内容：

「体験コーナー」
・赤ちゃん人形を用いたおむつ交換
・抱っこ体験
・妊婦ジャケットを用いた擬似妊婦体験
・ ベビーウェアリングコンシェルジュによるスリングや
抱っこひもを用いた安全で楽な抱っことおんぶの体験

「相談コーナー」
・出産・育児相談
・女性の健康相談
・ 助産師を目指す方へ
の進路相談

「展示コーナー」
・ 赤ちゃんがいる家庭の防災
グッズ
・液体ミルクの紹介
・ 助産師の仕事について

公益社団法人北海道看護協会公益社団法人北海道看護協会

タグラインの公募についてタグラインの公募について
北海道看護協会では、看護のイメージアップはもとより、協会事業の更なる推進の一助にするため
“タグライン”（※1）を公募いたします。
みなさん、お気軽にご応募ください。

北海道看護協会では、看護のイメージアップはもとより、協会事業の更なる推進の一助にするため
“タグライン”（※1）を公募いたします。
みなさん、お気軽にご応募ください。

　北海道看護協会助産師職能委員会は、出産や子育て
に向けた準備のための情報提供や、体験や相談を通じ
て助産師と交流し、お産を取り巻く現状をより良くし、
助産師の活動を知ってもらう機会となるよう「いいお
産の日」のイベントを開催いたします。
　昨年は、妊婦さんや子育て中のご夫婦など、延べ

210名の方にご参加いただきました。
　妊産褥婦さんとご家族の方、助産師を目指す学生の
方々など、多くの方にお越しいただき、笑顔あふれる
楽しいひと時を過ごしたいと思っています。これから
出産の方も、出産を終えた方も、皆様のご来場を助産
師一同心よりお待ちしております！

2024年度交流会等日程について
職能集会・交流会・懇談会名 日程 方法 対象者

特定行為研修修了者の活動等に関する意
見交換会

11月８日(金)
13:00～16:00 集合開催 特定行為研修修了者及び特定行為研修受講

中の看護職、看護管理者
ヘルシーワークプレイス
（健康で安全な職場）講演会

11月9日(土)
13:00～16:00 Web開催 看護職（会員・非会員）

アドバンス助産師交流会 11月30日(土)
12:00～15:40 Web開催 アドバンス助産師、助産師、母子保健にかか

わる看護職、看護管理者
地域における看護職等の連携シンポジウ
ム

1月23日(木)
13:30～16:30 Web開催 看護職、地域連携にかかわる医療・介護関係

者
※詳細については、北海道看護協会ホームページに掲載いたします。　※研修申込サイト＜マナブル＞から申し込みとなります。
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　北海道「看護の日」及び「看
護週間」実行委員会主催で、
今年も北海道内の中学生を
対象にしたイベント「集まれ
未来の看護師さん!!」が開催
されました。
　中学生50名、保護者8名と
昨年よりも多数の参加者が
集まりました。近年、コロナ禍で働く看護職の活躍が
社会へ広がった影響もあり、看護師という仕事への
関心の高さが感じられました。
　12時30分から受付開始となり、参加者が続々と
入館され、“かんごちゃん”がお出迎え!!「可愛い」「一
緒に写真をとりたい！」などの歓声があがり、開始前
から中学生の皆さんの気分は上昇していました。
　川渕常務理事の挨拶に続き、実行委員の札幌医療

看護専門学校学科長木
村文枝氏より「看護職の
しごと」というテーマ
で、看護職の仕事内容や
活躍の場、看護職になる
ための方法等について
説明を受けました。
　続いて、実技体験を担当する
3名の講師より、実際に行う体験内容や看護師・助産
師をめざしたきっかけ、院内での活動等について10
分ずつの講義後、3グループに分かれ「聴診器での心
音聴取・脈拍測定等」「感染予防テクニック」「乳児と
の接し方」について体験しました。
聴診器での心音聴取・脈拍測定等：王子総合病院
集中ケア認定看護師　三上　洋史氏
　参加者が二人一組になり、お互いに脈拍測定や呼
吸音聴取、瞳孔計測を行い、興味津々な様子で学んで
いました。また、パル
スオキメーターの装
着も体験し正常な値
を確認した後、しばら
く息を止め値が低下
するのを確認し合う
など、パルスオキシ
メーターが患者さん
の呼吸状態の変化を
知るための、大切な道
具であることを学ん
でいました。

2024年度2024年度
「集まれ未来の看護師さん!!」「集まれ未来の看護師さん!!」

開催報告開催報告
と　き：2024年7月26日(金)
ところ：北海道看護協会
報告者：広報出版委員
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乳児との接し方体験（ベビー人形使用）：札幌マタニ
ティ・ウイメンズホスピタル　助産師　小牟田　沙世氏
　小グループに分かれ、はじめに講師から赤ちゃん
の抱っこの仕方について説明がありました。参加者
は優しく赤ちゃんを抱き上げ、実際の重みや感触を
体験していました。
　なんと、小牟田講師が取り上げた中学生が参加!!
偶然の再会に遭遇しました。小牟田講師が成長した
中学生の姿に感動し、二人で会話している様子を拝
見し、こちらもじ～んとした瞬間でした。助産師とし
て働く醍醐味ですね！
　また、妊婦ジャケット
の着用体験では、「お腹
が苦しい」「下に落ちて
いる物をとるのが大変」
という感想があり、妊婦
さんがどんな状態にな
るのかを身をもって学
んでいました。

感染予防テクニック（グリッターバグ使用）：札幌南
三条病院　感染管理認定看護師　小崎　巧実氏
　普段と同じように手を洗い、蛍光塗料が洗い流せ
たかをブラックライトで確認してみるという体験を
行いました。光っている所を確認し合い、「爪のとこ
ろが不十分だったから、意識して洗わないといけな
いね」「いつもより念入りに手洗いしたのに汚れが落

ちきれていないところが
ある」と、正しい手洗いの
大切さを実感していまし
た。また、プッシュ式のア
ルコール消毒についても
指導を受け、しっかりと
下まで押し切り1プッ
シュした量が適切である
ことを知り「こんなにた
くさんの量が必要だった

んですね！」と驚き、
改めて手洗いについ
て学び直すことがで
きました。
　ガウンの正しい着
脱体験では、汚染して
いるところに自分の手が触れないように着脱する方
法について学びました。講師の説明に真剣に耳を傾
け、慎重に実技をする姿が印象的でした。
　「ごわごわして着心地が良くない」「これを着て仕
事をするのは大変そうですね」という感想があり、看
護師のお仕事を想像していました。
　亀畑副会長の閉会挨拶の終了後には、白衣の展示・
見学・試着が行われ、“かんごちゃん”と記念撮影で楽
しむ様子が見られていました。
　イベント中は素敵な笑顔があふれ、未来の看護師
の姿を見ているようで、ほっこりした気分になりま
した。
　いつか、一緒に働く日が来るかもしれませんね!!

広報出版委員も
“かんごちゃん”と記念撮影
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2024年11月下旬以 

会員登録内容の印字や会員 
登録情報の確認や変更はキャリ

2025年度「継続のお知らせ」
「継続のお知らせ」を確実にお手元へ

お届けするため、
お早めに会員情報の

ご確認・ご変更をお願いします!!

注） イメージ図は現段階で把握しているものとなっております。
    随時、詳細が分かり次第周知いたします。

ぺーパーレス化、
郵送料の軽減に

ご協力お願いします!!

【見開き表面】

【見開き裏面】

封書廃止

圧着ハガキへ形式変更

施設（施設会員） 自宅（個人会員）

発送先（施設・自宅）はこれまでと変わりありません!!

 銀行振込票・コンビニ収納票が印字されます。
（施設とりまとめ・口座振替・クレジットの方は

白紙のまま網掛けされます。）

北海道看護協会・日本看護協会
2025年度会費のお知らせが記載されます。※会員登録内容の印字

はありません!!

※会員情報変更届・返信用封筒は
添付されてません!!

⬇
登録会員情報の確認・変更は

　　　　　　から
お手続きしてください。

継続のお知らせ
ハガキ
（人数分）

継続のお知らせ
ハガキ
（個人分）
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 降から順次発送予定 

 情報変更届の添付がありません!!
ナースからお手続きお願いします!!

が圧着ハガキになります！

こちらから
ご変更ください。

会員専用WEBページ　　　　　　　　より会員情報・会費情報をご確認ください。

◇URLからログイン
https://kaiin.nurse.or.jp/members/JNG000101

◇QRコードからログイン

ご確認
ください

　　　　   利用登録にはあらかじめ免許番号登録が必要です!!
免許番号の登録がされていない方に、勤務先または自宅へ免許番号の
確認並びに登録のご連絡をいたしますので、ご協力お願いいたします。

会員情報の変更や会費納入方法・口座情報にご変更はありませんか？

用紙からの変更も可能ですが、
ご登録に1か月半～ 2か月程度かかります。

用紙が必要な場合は、
北海道看護協会までお問い合わせ願います。

お手続きは不要です。

≪　お問い合わせ先　≫

①  北海道看護協会と日本看護協会の会員番号
②  就業中の職種（保健師・助産師・看護師・准看護師）　
③  現在登録の免許番号
   ※免許番号をまだ登録していない場合は『0000000』を入力してください
④  生年月日　　
⑤  ご自身のメールアドレスと任意のパスワード
   ※登録したメールアドレス・パスワードを忘れた場合は、『新規登録』から

再度お手続きください。

圧着ハガキで
キャリナースの
登録状況確認が
できます!!

な し

お手続きが簡単!!  早い!!  送料なし!!

あ り キャリナースからお手続きが必要です。

〒003-0027　札幌市白石区本通17丁目北3番24号
公益社団法人　北海道看護協会　総務部総務係　会員担当

TEL:011-863-6731　FAX:011-863-3204
ホームページお問い合わせフォーム　https://www.hkna.or.jp/contact/

口座情報に
「会員情報」の よりご変更ください。不備あり

会員情報に
「会員情報」の よりご変更ください。変更あり 会員情報変更

会費納入方法に
「会員情報」の　 よりご変更ください。変更あり 会費納入方法変更

口座情報変更

≪キャリナース未登録の場合（共通）≫

OR

キャリナースの登録について
初めて利用する方は、以下のいずれかよりご登録ください。

※会員別QRコード・仮ID/PW ※現行の利用登録用QRコード（共通）

QRコードから登録▶

URLから登録▶ https://kaiin.nurse.or.jp/members/JNG050901

≪キャリナース登録済の場合（共通）≫

仮ユーザー ID
仮パスワード

××××××
××××××？？

キャリナース登録済みです
メールアドレスとパスワードをお忘れの方は、
以下のいずれかより再度ご登録ください。

QRコードから登録▶ URLから登録▼
https://kaiin.nurse.or.jp/
members/JNG050901？？
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理事会報告
●2024年度第３回定例理事会

1　日　時　2024年8月30日（金）9時30分から12時6分
2　会　場　北海道看護協会　4階研修室1
3　理事数　23名
4　出席者　理事20名、監事3名
5　議事
❶協議事項
（1）北海道看護協会における教育理念・基本方針、研修分類の改正（案）について協議、承認
（2）2025年度北海道看護協会通常総会の日程及び会場（案）について協議、承認
（3）2025年度北海道看護協会通常総会代議員数（案）について協議、承認
（4）北海道看護協会タグラインの公募（案）について協議、承認
❷報告事項
（1）2024年度北海道看護協会通常総会開催報告について
（2）2024年度北海道看護協会事業報告（4月～6月）について
（3）2024年度看護管理研修事業（委託）企画検討会議について

（4）2024年度看護研究学会プログラムについて
（5）2024年度認定看護管理者教育課程サードレベル受講者選定ついて
（6）（日本看護協会e-ラーニングを活用した）看護補助者標準研修について
（7）看護職を目指す方へー看護師等学校養成所での概要説明についてー
（8）2024年度理事の辞任について
（9）2024年度北海道看護協会支部職能委員長会議報告について
（10）2024年度日本看護協会理事会報告について
（11）2024年度日本看護協会通常総会報告について
（12）2024年度全国職能交流集会報告について
（13）2024年度第1回全国職能委員長会報告について
❸その他

協会の動き（7/1～ 8/31）
7月　3日 第7回打合せ会議　髙橋会長ほか常勤理事3名

北海道地域包括・在宅介護支援センター協議会令和6年度第
1回正副会長・幹事合同会議（Web）　山本常務理事

4日 都道府県看護協会会員情報管理情報交換会（東京都）　田中
専務理事

8日 保健師助産師看護師実習指導者講習会開講式　髙橋会長、山
本常務理事

10日 ナースセンター事業担当者情報交換会（Web）　髙橋会長、
田中専務理事、川渕常務理事

北海道医師会・北海道看護協会懇談会　髙橋会長、深津副会
長ほか常勤理事3名

11日 第4回常務理事会　髙橋会長ほか理事・監事13名

北海道医療連携ネットワーク協議会（市内）　亀畑副会長

12日 支部職能委員長会議　髙橋会長ほか常勤理事3名

18日 2024年度都道府県看護協会　看護労働担当者会議（東京
都）　川渕常務理事

20日 会員懇談会（上川北支部）（名寄市）　髙橋会長

看護管理者懇談会（苫小牧支部）（苫小牧市）　田中専務理事

会員懇談会（稚内支部）（稚内市）　川渕常務理事

22日～23日 2024年度看護職復職支援研修会（第1回）　川渕常務理事

23日 北海道医療大学認定看護師研修センター運営委員会（Web）　
髙橋会長

令和6年度第1回北海道ケアラー支援推進協議会（市内）　山
本常務理事

24日 第8回打合せ会議　髙橋会長ほか常勤理事3名

25日～26日 日本看護協会令和6年度第3回理事会・第1回法人会員会（東
京都）　髙橋会長

26日 集まれ　未来の看護師さん！！　川渕常務理事

27日 保健師職能委員会　髙橋会長、山本常務理事

会員懇談会（根室支部）（根室市）(Web) 　山本常務理事

看護管理者懇談会（北網支部）（北見市）　田中専務理事

29日 北海道介護保険審査会（公益代表・第2合議体）（市内）　山本
常務理事

30日 認定看護管理者教育課程セカンドレベル（第1回）全体会・閉
講式　髙橋会長、山本常務理事

8月　2日 認定看護管理者教育運営委員会（Web)　山本常務理事

令和6年度第1回北海道総合保健医療協議会地域医療専門員
会看護対策小委員会（市内）　髙橋会長

3日 助産師職能集会　川渕常務理事

第68回北海道リハビリテーション学会学術集会（市内）　髙
橋会長

看護管理者懇談会（日高支部）（浦河町）　亀畑副会長

5日 認定看護管理者教育課程セカンドレベル（第2回）開講式　
髙橋会長、山本常務理事

7日 第9回打合せ会議　髙橋会長ほか常勤理事3名

2024年度就業支援講習会　川渕常務理事

8日 第5回常務理事会　髙橋会長ほか理事・監事14名

2024年度都道府県看護協会教育担当者会議（東京都）　山
本常務理事

10日 看護管理者懇談会（上川南支部）（旭川市）　田中専務理事

19日 保健師助産師看護師実習指導者講習会（特定分野）開講式・講
義　髙橋会長、山本常務理事

21日 第10回打合せ会議　髙橋会長ほか常勤理事3名

23日～24日 日本看護管理学会・企画委員会（名古屋）　髙橋会長、田中専
務理事

23日 2024年度看護職の求人求職合同面接会（帯広市）　川渕常
務理事

26日 函館看護専門学校講義（函館市）　川渕常務理事

27日 令和6年度第1回札幌市国民健康保険運営協議会（札幌市）　
田中専務理事

29日 保健師助産師看護師実習指導者講習会（特定分野）開講式・講
義　髙橋会長、山本常務理事

北海道HTLV-1母子感染対策協議会（市内）　川渕常務理事

30日 第3回定例理事会　髙橋会長ほか理事・監事25名

第1回支部長会議　髙橋会長ほか理事・監事23名

31日 看護管理者懇談会（南空知支部）（岩見沢市）　山本常務理事

24

看護協会ニュース No.154


